
岩波書店「人間と宗教　あるいは日本人の心の基軸」 引用・参考文献リスト

章 題目

1
195 49

〇『ありえない138億年史』

（原題”A Big History of Our Planet and Ourselves”2017、 ウォルター・アルバレス著、山田美明訳、光文社、2018年）

2
195 49

〇『ビッグヒストリー　われわれはどこから来て、どこへ行くのか』

（原題”Big History : Between Nothing and Everything”2014、デヴィッド・クリスチャン他著、石井克弥ほか訳、明石書店、2016年）

3
195 49

・『The Little Book of Big History: The Story of Life, the Universe and Everything』

（イアン・クロフトン他著、Michael O'Mara Books Ltd、2016年）

4 195 49 ・『地球全史―写真が語る46億年の奇跡』（清川昌一著、白尾 元理写真、岩波書店、2012年）

5
195 49

〇『現実を生きるサル 空想を語るヒト―人間と動物をへだてる、たった2つの違い』

（原題“The Gap”2013、トーマス・ズデンドルフ著、寺町朋子訳、白揚社 、2014年）

6 195 49 〇『手の五〇〇万年史―手と脳と言語はいかに結びついたか』（フランク・ウィルソン著、新評論、2005年、原書1998年）

7 195 49 〇『ゲノムが語る人類全史』（アダム ラザフォード著、垂水 雄二訳、文藝春秋、2017年）

8 197 50 〇『サピエンス全史(上)(下)文明の構造と人類の幸福』（ユヴァル・ノア・ハラリ著、柴田裕之訳、河出書房新社、2016年、原書2011年）

9
197 50

〇『現実を生きるサル 空想を語るヒト―人間と動物をへだてる、たった2つの違い』

（原題“The Gap”2013、トーマス・ズデンドルフ著、寺町朋子訳、白揚社 、2014年）

10
197 50

〇『人類史のなかの定住革命』

（西田正規著、講談社［講談社学術文庫］、2007年、原本『定住革命ー遊動と定住の人類史』、新曜社、1986年）

11
197 50

〇『文明のあけぼの 古代オリエントの世界』

（三笠宮崇仁著、集英社、2002年、1967年文藝春秋社刊行『大世界史〈1〉ここに歴史はじまる』の改訂版）

12 197 50 ・『シュメル―人類最古の文明』（小林登志子著、中央公論新社［中公新書］、2005年）

13 197 50 ・『シュメル神話の世界―粘土板に刻まれた最古のロマン』（岡田明子・小林登志子著、中央公論新社［中公新書］、2008年）

14 197 50 ・『シュメール神話集成』（杉勇・尾崎亨訳、筑摩書房［ちくま学芸文庫］、2015年）

15 197 50 ・『世界最古の物語: バビロニア・ハッティ・カナアン』（Th・H・ガスター著、矢島文夫訳、平凡社［東洋文庫］、2017年、原書1952年）

16 198 51 〇『歴史』（ヘロドトス、松平千秋訳、岩波書店［岩波文庫］、1971年）

17 198 51 ・『古代への情熱―シュリーマン自伝』（シュリーマン著、関楠生訳、新潮社［新潮文庫］、1977年）

18 198 51 〇『ローマ帝国衰亡史』（エドワード・ギボン著、 中野好夫訳、筑摩書房［ちくま学芸文庫］、1997年）

19 198 51 ・『5000年前の男―解明された凍結ミイラの謎』（コンラートシュピンドラー著、畔上 司訳、文藝春秋、1994年）

20 198 51 ・『図説中国文明史1　先史 文明への胎動』（趙春青・秦文生著、後藤健訳、創元社、2006年）

21 200 52 〇『神は、脳がつくった　200万年の人類史と脳科学で解読する神と宗教の起源』（E・フラー・トリー著、寺町朋子訳、ダイヤモンド社、2018年）

22 200 52 〇『神は妄想である―宗教との決別』（リチャード・ドーキンス著、垂水雄二訳、早川書房、2007年）

23 200 52 〇『原始文化―神話・哲学・宗教・言語・芸能・風習に関する研究』（E・B・タイラー著、比屋根安定訳、誠信書房、1962年）

24 200 52 〇『モラルの起源　道徳、良心、利他行動はどのように進化したのか』（クリストファー・ボーム著、斉藤隆央訳、白揚社、2014年）

25 200 52 〇『道徳性の起源: ボノボが教えてくれること』（フランス ドゥ・ヴァール著、柴田裕之訳、紀伊國屋書店、2014年）

26 200 52 〇『宗教を生みだす本能　―進化論からみたヒトと信仰』（ニコラス・ウェイド著、依田卓巳訳、NTT出版、2014年）

27 200 52 ・『さまよえる猶太人』（芥川竜之介著、短編集『煙草と悪魔』収録、新潮社、1917年）

28 200 52 ・『西方の人』『続西方の人』（芥川竜之介著、雑誌『改造』収録、1927年）

29 201 53 〇『神は、脳がつくった　200万年の人類史と脳科学で解読する神と宗教の起源』（E・フラー・トリー著、寺町朋子訳、ダイヤモンド社、2018年）

30 201 53 ・『サピエンス全史(上)(下)文明の構造と人類の幸福』（ユヴァル・ノア・ハラリ著、柴田裕之訳、河出書房新社、2016年、原書2011年）
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31 － － ・『138憶年宇宙の旅』（クリストフ・ガルファール著、塩原通緒訳、早川書房、2017年）

32 － － ・『地球46億年全史』（リチャード・フォーティ著、渡辺政隆・野中香方子訳、草思社、2009年）

33 － － ・『反穀物の人類史  国家誕生のディープヒストリー』（リチャード・C・スコット著、立木勝訳、みすず書房、2019年）

34 － － ・『ヒトの起源を探して』（イアン・タッターソル著、河合信和監訳、大槻敦子訳、原書房、2016年）

35 － － ・『ルーシーの膝』（イヴ・コパン著、馬場悠男・奈良貴史訳、紀伊国屋書店、2002年）

36 － － ・『地球40億年全史』（リチャード・フォーティ著、渡辺政隆訳、草思社、2003年）

37 － － ・『人類進化700万年の物語』（チップ・ウォルター著、長野敬・赤松眞紀訳、青土社、2014年）

38 － － ・『グローバリゼーション　人類5万年のドラマ』（ナヤン・チャンダ著、友田錫・滝上広水訳、NTT出版、2009年）

39 － － ・『人類5万年　文明の興亡（上）』（イアン・モリス著、北川知子訳、筑摩書房、2014年）

40 － － ・『美味しい進化』（ジョナサン・シルバータウン著、熊井ひろ美訳、インターシフト、2019年）

41 － － ・『人類の足跡10万年全史』（スティーブン・オッペンハイマー著、仲村明子訳、草思社、2007年）

42 － － ・『経済と人類の1万年史から、21世紀世界を考える』（ダニエル・コーエン著、林昌宏訳、作品社、2013年、原著2009年）

43
－ －

・『AFTER THE ICE』

（Steven Mithen著、Weidenfeld&Nicolson、2003年）

44 － － ・『時間の歴史』（ジャック・アタリ著、蔵持不三也訳、原書房、1986年、原著1982年）

45 － － ・『全体史の誕生』（J・ミシュレ著、大野一道編訳、藤原書店、2014年）

46
－ －

・『ALMOST HUMAN』

（Lee Berger他著、National Geographic Partners、2017年）

47
－ －

・『WHAT IS GLOBAL HISTORY?』

（Sebastian Conrad著、Princeton Univercity Press、2016年）

48
－ －

・『THE HISTORY OF THE ANCIENT WORLD』

（Susan Wise Bauer著、W.W.Norton&Company、2007年）

49
－ －

・『PREHISTORY』

（Colin Renfrew著、Weidenfeld&Nicolson、2007年）

50 － － ・『地球史を読み解く』（丸山茂徳著、一般財団法人　放送大学教育振興会、2016年）

51 － － ・『グローバル・ヒストリーとは何か』（パミラ・カイル・クロスリー著、佐藤彰一訳、岩波書店、2012年、原著2008年）

52 － － ・『グローバル・ヒストリー』（セバスティアン・コンラート著、小田原琳訳、岩波書店、2021年、原著2016年）

53 － － ・『銃・病原菌・鉄（上）』（ジャレド・ダイアモンド著、倉骨彰訳、草思社、2000年、原著1997年）

54 － － ・『21Lessons』（ユヴァル・ノア・ハラリ著、柴田裕之訳、河出書房新社、2019年、原著2018年）

55 － － ・『舞い上がったサル』（デズモンド・モリス著、中村保男訳、飛鳥新社、1996年、原著1994年）

56 － － ・『チンパンジーはなぜヒトにならなかったのか』（ジョン・コーエン著、大野晶子訳、講談社、2012年、原著2010年）

57 － － ・『想像するちから』（松沢哲郎著、岩波書店、2011年）

58 － － ・『そして最後にヒトが残った』（クライブ・フィンレイソン著、上原直子訳、白揚社、2013年、原著2009年）

59 － － ・『繁栄（上）』（マット・リドレー著、大田直子・鍛原多惠子・柴田裕之訳、早川書房、2010年）

60 － － ・『繁栄（下）』（マット・リドレー著、大田直子・鍛原多惠子・柴田裕之訳、早川書房、2010年）

61 － － ・『一万年の進化爆発』（グレゴリー・コクラン、ヘンリー・ハーペンディング著、古川奈々子訳、日経BP社、2010年、原著2009年）

62 － － ・『一万年前』（安田喜憲著、イースト・プレス、2014年）

63 － － ・『ヒトゲノムを解読した男』（J・クレイグ・ベンター著、野方香方子訳、化学同人、2008年、原著2007年）

64 － － ・『やわらかな遺伝子』（マット・リドレー著、中村桂子・斉藤隆央訳、紀伊国屋書店、2004年、原著2003年）
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65 － － ・『人類20万年　遥かなる旅路』（アリス・ロバーツ著、野方香方子訳、文藝春秋、2013年、原著2009年）

66 － － ・『未知の古代文明ディルムン』（ジョフレー・ビビー著、矢島文夫・二見史郎訳、平凡社、1975年、原著1969年）

67 － － ・『世界の起源』（ルイス・ダートネル著、東郷えりか訳、河出書房新社、2019年、原著2018年）

68 － － ・『進化のなぜを解明する』（ジェリー・A・コイン著、塩原通緒訳、日経BP社、2010年、原著2009年）

69 － － ・『古代オリエント史講義』（前田徹著、山川出版社、2020年）

70 － － ・『初期アルファベットの歴史』（ヨセフ・ナヴェー著、津村俊夫・竹内茂夫・稲垣緋沙子訳、財団法人　法政大大学出版局、2000年）

71 － － ・『文明のあけぼの』（三笠宮崇仁著、集英社、2002年）

72 － － ・『ガリレオの指』（ピーター・アトキンス著、斎藤隆央訳、早川書房、2004年、原著2003年）

73 － － ・『進化38億年の偶然と必然』（長谷川政美著、国書刊行会、2020年）

74 － － ・『ビッグクエスチョンズ　脳と心』（リチャード・レスタック著、古谷美央訳、ディスカバー・トゥエンティワン、2018年）

75 － － ・『プロメテウスの子供たち』（クリストファー・ウィルズ著、長野敬・森脇靖子訳、青土社、2002年、原著1998年）

76 － － ・『直立歩行』（クレイグ・スタンフォード著、長野敬・林大訳、青土社、2004年、原著2003年）

77 － － ・『ダーウィンが信じた道』（エイドリアン・デズモンド、ジェイムズ・ムーア著、矢野真千子・野下祥子訳、NHK出版、2009年）

78 － － ・『遺伝子　親密なる人類史（上）』（シッダールダ・ムカジー著、仲野徹監修、田中文訳、早川書房、2018年、原著2016年）

79 － － ・『生命の再設計は可能か』（ジョン・パリントン著、野島博訳、化学同人、2018年、原著2016年）

80 － － ・『生物科学の歴史』（ミシェル・モランジュ著、佐藤直樹訳、みすず書房、2017年、原著2016年）

81 － － ・『この世界を知るための　人類と科学の400万年史』（レナード・ムロディナウ著、水谷淳訳、河出書房新社、2016年、原著2015年）

82 － － ・『動物の賢さがわかるほど人間は賢いのか』（フランス・ドゥ・ヴァール著、松沢哲郎監訳・柴田裕之訳、紀伊国屋書店、2017年、原著2016年）

83 － － ・『エピジェネティクス革命』（ネッサ・キャリー著、中山潤一訳、丸善出版、2015年、原著2011年）

84 － － ・『生命創造』（アダム・ラザフォード著、松井信彦訳、ディスカバー・トゥエンティワン、2014年、原著2013年）

85 － － ・『世界宗教の経済倫理』（マックス・ウェーバー著、中山元訳、日経BP社、2017年）

86
－ －

・『世界宗教史I　石器時代からエレシウスの密議まで』（ミルチア・エリアーデ著、荒木美智雄・中村恭子・松村一男訳、筑摩書房、1991年、原著1976

年）

87
－ －

・『世界宗教史II　ゴータマ・ブッダからキリスト教の興隆まで』（ミルチア・エリアーデ著、島田裕巳・柴田史子訳、筑摩書房、1991年、原著1978年）

88 － － ・『世界宗教史III　ムハンマドから宗教改革の時代まで』（ミルチア・エリアーデ著、鶴岡賀雄訳、筑摩書房、1991年、原著1983年）

89 － － ・『世界宗教百科事典』（世界宗教百科事典編集委員会編、丸善出版、2012年）

90 － － ・『A LITTLE HISTORY of RELIGION』（RICHARD HOLLOWAY著、Yale、2016年）

91 － － ・『A HISTORY OF GOD』（KAREN ARMSTRONG著、Vintage、1999年）

92 － － ・『 GOD: A HUMAN HISTORY OF RELIGION』（REZA ASLAN著、TRANSWORLD PUBLISHERS、2017年）

93 － － ・『神の歴史　ユダヤ・キリスト・イスラーム教全史』（カレン・アームストロング著、高尾利数訳、柏書房、1995年、原著1993年）

94 － － ・『宗教とは何か』（テリー・イーグルトン著、大橋洋一・小林久美子訳、青土社、2010年、原著2009年）

95 － － ・『図解　世界５大宗教全史』（中村圭志著、ディスカバー・トゥエンティワン、2016年）

96 － － ・『神々にあふれる世界（上）』（キース・ホプキンス著、小堀馨子・中西恭子・本村凌二訳、岩波書店、2003年）

97 － － ・『神々にあふれる世界（下）』（キース・ホプキンス著、小堀馨子・中西恭子・本村凌二訳、岩波書店、2003年）

98 － － ・『人類の宗教の歴史』（フレデリック・ルノワール著、今枝由郎訳、トランスビュー、2012年、原著2008年）

99 － － ・『宗教の誕生』（月本昭男著、山川出版社、2017年）

100 － － ・『最古の宗教　古代メソポタミア』（ジャン・ボテロ著、松島英子訳、法政大学出版局、2001年、原著1998年）
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101 203 54 ・『イエスとパウローキリスト教の土台と建築家』（ゲルト・タイセン著、日本新約学会訳、教文館、2012年）

102
203 54

〇『古代末期の世界 ローマ帝国はなぜキリスト教化したか？』（ピーター･ロバート・ラモント・ブラウン著、宮島直機訳、刀水書房［刀水歴史全書］、

2002年、改訂版2006年、原書1971年）

103 204 55 ・『ローマ帝国の東西分裂』（南雲泰輔著、岩波書店、2016年）

104 204 55 〇『ローマ帝国衰亡史』（エドワード・ギボン著、 中野好夫訳、筑摩書房［ちくま学芸文庫］、1997年）

105 204 55 〇『ギボン―歴史を創る』（ロイ・ポーター著、中野好之・松原慶子・海保真夫訳、法政大学出版局、1995年）

106 204 55 ・『ビザンツ帝国 生存戦略の一千年』（ジョナサン・ハリス著、井上浩一訳、白水社、2018年）

107 204 55 〇『ビザンツ帝国史』（ポール・ルメルル著、西村六郎訳、白水社、2003年）

108 205 56 ・『マホメットの生涯』（コンスタンタン・ビルジル・ゲオルギウ著、中谷和男訳、 河出書房新社、2002年、原書1962年）

109 205 56 ・『ムハンマド─世界を変えた預言者の生涯』（カレン・アームストロング著、徳永里砂訳、国書刊行会、2016年、原書2006年）

110 205 56 ・『異端の歴史』（D.・クリスティ・マレイ著、野村美紀子訳、教文館、1997年、原書1976年）

111 205 56 〇『イスラームの歴史ー1400年の軌跡』（カレン・アームストロング著、中央公論新社［中公新書］2017年、原所2002年）

112 205 56 ・『世界史史料〈2〉南アジア・イスラーム世界・アフリカ』（歴史学研究会編、岩波書店、2009年）

113 207 57 〇『十字軍とイスラーム世界　神の名のもとに戦った人々』（ロドニー・スターク著、櫻井康人訳、 新教出版社、2016年、原書2009年）

114 207 57 〇『近世アジア漂流』（田中優子著、朝日新聞社、1990年）

115 207 57 ・『バタヴィア城日誌』（中村孝志編、村上直次郎訳、平凡社［東洋文庫］、1970年、原書1937年）

116 207 57 ・『ジャワ探究―南の国の歴史と文化』（井口正俊著、丸善プラネット、2013年）

117 207 57 ・『南海紀聞』（青木興勝著、1820年）

118 207 57 〇『回教概論』（大川周明著、慶応書房、1942年）

119 － － ・『「ユダヤ」の世界史　一神殿の誕生から民族国家の建設まで』（臼杵陽著、作品社、2020年）

120 － － ・『ユダヤ人　その信仰と生活』（アラン・ウンターマン著、石川耕一郎・市川裕訳、筑摩書房、1983年）

121 － － ・『ユダヤ教』（M・モスリン、S・F・ブラウン著、秦剛平訳、青土社、2004年）

122 － － ・『キリスト教の歴史』（小田垣雅也著、講談社学術文庫、1995年）

123 － － ・『ヨハネの黙示録』（小河陽訳、講談社学術文庫、2018年）

124 － － ・『宗教について』（フリードリヒ・シュライアマハー著、深井智朗訳、春秋社、2013年、原著1799年）

125 － － ・『意識の進化的起源』（トッド・E・ファインバーグ、ジョン・M・マラット著、鈴木大地訳、勁草書房、2017年、原著2016年）

126 － － ・『人類はなぜ＜神＞を生み出したのか？』（レザー・アスラン著、白須英子訳、文藝春秋、2020年、原著2017年）

127 － － ・『宗教を生み出す本能』（ニコラス・ウェイド著、依田卓巳訳、NTT出版、2011年、原著2009年）

128 － － ・『道徳性の起源』（フランス・ドゥ・ヴァール著、柴田裕之訳、紀伊国屋書店、2014年、原著2013年）

129 － － ・『神は妄想である』（リチャード・ドーキンス著、垂水雄二訳、勁草書房、2007年、原著2006年）

130 － － ・『旧約聖書物語』（犬養道子著、新潮社、1969年）

131 － － ・『タルムードの中のイエス』（ペーター・シェーファー著、上村静・三浦望訳、岩波書店、2010年、原著2007年）

132 － － ・『共観福音書が語る　ユダヤ人イエス』（共観福音書研究エルサレム学派編著、有馬七郎・河合一充訳、ミルトス、2016年）

133 － － ・『東方キリスト教の歴史』（アズィズ・S・アティーヤ著、村山盛忠訳、教文館、2014年）

134 － － ・『東方キリスト教の世界』（森安達也著、山川出版社、1991年）

135 － － ・『中東文化の目で見たイエス』（ケネス・E・ベイリー著、森泉弘次訳、教文館、2008年、原著2010年）

136 － － ・『哲学者キリスト』（フレデリック・ルノワール著、田島葉子訳、トランスビュー、2012年）

137 － － ・『ヨハネ福音書のイエス』（小林稔著、岩波書店、2008年）

138 － － ・『［増補改訂版］パウロの生涯と神学』（林憲郁著、教文館、2021年）

イスラムの世界化とアジア、そし

て日本
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てのビザンツ帝国
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教
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139 － － ・『キリスト教の歴史１　初期キリスト教～宗教改革』（松本宣郎編、山川出版社、2009年）

140 － － ・『キリスト教の歴史2　宗教改革以降』（高柳俊一・松本宣郎編、山川出版社、2009年）

141 － － ・『キリスト教の歴史3　東方正教会・東方諸教会』（廣岡正久著、山川出版社、2013年）

142 － － ・『自由であるということ』（エーリッヒ・フロム著、飯坂良明訳、河出書房新社、2010年、原著1966年）

143 － － ・『イエスの生涯』（E・ルナン著、忽那錦吾・上村くにこ訳、人文書院、2000年）

144 － － ・『［図説］ローマ・カトリック教会の歴史』（エドワード・ノーマン著、百瀬文晃監修、創元社、2007年）

145 － － ・『宗教の世界史7　ユダヤ教の歴史』（市川裕著、山川出版社、2009年）

146 － － ・『イスラム　思想と歴史［新装版］』（中村廣治郎著、東京大学出版会、1977年）

147 － － ・『宗教の世界史12　イスラームの歴史2』（小林泰編、山川出版社、2010年）

148 － － ・『図説　イスラーム百科』（キャロル・ヒレンブランド著、蔵持不三也訳、原書房、2016年、原著2015年）

149 － － ・『イスラム潮流』（NHKスペシャル「イスラム」プロジェクト著、NHK出版、2000年）

150 － － ・『コーランには本当は何が書かれていたか？』（カーラ・パワー著、秋山淑子訳、文藝春秋、2015年、原著2015年）

151 － － ・『クルアーン入門』（松山洋平編、作品社、2018年）

152 － － ・『クルアーン　やさしい和訳』（水谷周監訳著、国書刊行会、2019年）

153 － － ・『名著誕生5『コーラン』』（ブルース・ローレンス著、池内恵訳、ポプラ社、2008年、原著2006年）

154 － － ・『アジアに生きるイスラーム』（笹川平和財団編、イーストプレス、2018年）

155 － － ・『世界史の誕生とイスラーム』（宮崎正勝著、原書房、2009年）

156 － － ・『宗敎改革と近代社會』（大塚久雄著、みすず書房、1948年）

157 － － ・『ドレの旧約聖書』（谷口江里也訳・構成、ギュスターブ・ドレ挿画、宝島社、2010年）

158 － － ・『THE MIGHTY AND ALMIGHTY』（NICK SPENCER著、Biteback Publishing Ltd、2017年）

159 － － ・『ユダヤの神話伝説』（デイヴィッド・ゴールドスタイン著、秦剛平訳、青土社、1992年）

160 － － ・『宗教改革三大文書』（マルティン・ルター著、深井 智朗訳、講談社学術文庫、2017年）

161 － － ・『パウロの生活と神学』（朴憲郁著、教文館、2021年）

162 208 58 ・『沙門ブッダの成立―原始仏教とジャイナ教の間』（山崎守一著、大倉出版、2010年）

163 208 58 〇『スッタニパータ』（B.C400～300年以前）

164 208 58 ・『心の発見―複雑系理論に基づく先端的意識理論と仏教教義の共通性』（浅野孝雄著、産業図書、2014年）

165 209 59 ・『仏典はどう漢訳されたのか―スートラが経典になるとき』（船山徹著、岩波書店、2013年）

166 209 59 ・『零の発見　数学の生い立ち』（吉田洋一著、岩波書店、1979年）

167 209 59 ・『大乗仏教概論』（鈴木大拙著、岩波書店、2004年、原書1907年）

168 209 59 〇『新編 東洋的な見方』（鈴木大拙著、上田 閑照編、岩波書店、1997年）

169 210 60 ・『韓国仏教史』（金龍泰著、蓑輪顕量・佐藤厚訳、春秋社、2017年）

170 210 60 ・『日本宗教史』（末木文美士著、岩波書店、2006年）

171 225 69 〇『日本的霊性』（鈴木大拙著、岩波文庫、1972年）

172 225 69 ・『恵信尼公の生涯』（大谷嬉子著、本願寺出版、2000年）

173 225 69 〇『漱石文明論集』（三好行雄編、岩波書店、1986年）

174 225 69 〇『日本精神史研究』（和辻哲郎著、岩波書店［岩波文庫］、1992年）

175 225 69 ・『日本仏教史における「仏」と「神」の間』（赤松徹真著、龍谷大学文教文化研究所、2008年）

上記のほか著者が参照した文献

Ⅱ

世界化する一

神教

ー現代を規定

する宗教

Ⅲ

仏教の原点と

日本仏教の創

造性

仏教の原点と世界化への基点

仏教伝来の道　漢字になった経典

の意味

仏教の日本伝来とは何か

親鸞によるパラダイム転換
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人間と宗教

176 227 70 ・『日蓮』（三田誠広著、作品社、2007年）

177 227 70 ・『法華経』（植木雅俊著、岩波書店、2008年）

178 227 70 〇『代表的日本人』（内村鑑三著、岩波書店、1995年）

179 227 70 ・『日蓮ーわれ日本と柱とならむ』（佐藤弘夫著、ミネルバ書房、2003年）

180 227 70 〇『日蓮の思想構造』（佐々木馨著、吉川弘文館、1999年）

181 227 70 〇『宮沢賢二と法華経ー日蓮と親鸞の狭間で』（松岡幹夫著、昌平黌出版会、2015年）

182 － － ・『ブッダの聖地』（アルボムッレ・スマナサーラ著、サンガ、2011年）

183 － － ・『釈尊伝　ゴータマ・ブッダ』（中村元著、法藏館、1958年）

184 － － ・『原子仏典（全10巻）第1巻　ブッダの生涯』（梶山雄一・桜部建・早島鏡正・藤田宏達編集、講談社、1985年）

185 － － ・『書物誕生　あたらしい古典入門　『スッタニパーダ』仏教最古の世界』（並川孝儀著、岩波書店、2008年）

186 － － ・『ブッダの最期のことば』（田上太秀著、NHK出版、2013年）

187 － － ・『いにしえの道、白い雲　小説ブッダ』（ティク・ナット・ハン著、池田久代訳、春秋社、2008年、原著1991年）

188 － － ・『龍樹『根本中頌』を読む』（桂紹隆・五島清隆著、春秋社、2016年）

189 － － ・『仏教伝来』（鎌田茂雄著、講談社、1995年）

190 － － ・『インド・中国・日本　仏教通史』（平川彰著、春秋社、1977年）

191 － － ・『日本中世の国家と仏教』（佐藤弘夫著、吉川弘文館、1987年）

192 － － ・『鎌倉新仏教の成立』（松尾剛次著、吉川弘文館、1988年）

193 － － ・『日本仏教史　近世』（圭室文雄著、吉川弘文館、1987年）

194 － － ・『日本仏教史　古代』（速水郁著、吉川弘文館、1986年）

195 － － ・『日本仏教史』（蓑輪顕量著、春秋社、2015年）

196 － － ・『日本仏教史』（末木文美士著、新潮社、1992年）

197 － － ・『ブッダの生涯』（H・サダーティッサ著、桂紹隆・桂宥子訳、立風書房、1984年、原著1976年）

198 － － ・『ブッダの真理のことば・感興のことば』（中村元訳、岩波書店、1991年）

199 － － ・『ブッダ最後の旅』（中村元訳、岩波書店、2001年）

200 － － ・『新アジア仏教史01　インドI　仏教出現の背景 』（奈良康明・下田正弘編、佼成出版、2010年）

201 － － ・『日本宗教の複合的構造』（桜井徳太郎編、弘文堂、1978年）

202 － － ・『日本古代宗教』（原田敏明著、中央公論社、1970年）

203 － － ・『インド哲學から佛教へ』（宇井伯壽著、岩波書店、1976年）

204 － － ・『薬師寺　日本美術史叢書　1』（福山敏男・久野健著、東京大学出版会、1958年）

205 － － ・『薬師寺　千三百年の精華』（大橋一章・松原智美編著、里分出版、2000年）

206 － － ・『聖徳太子』（田中健一著、都市出版、1998年）

207 － － ・『変貌する聖徳太子』（吉田一彦著、平凡社、2011年）

208 － － ・『聖徳太子　地球志向的視点から』（中村元著、東京書籍、1990年）

209 － － ・『古代を考える　飛鳥』（井上光貞・門脇禎二著、吉川弘文館、1987年）

210 － － ・『直木孝次郎　古代を語る9　飛鳥寺と法隆寺』（直木孝次郎著、吉川弘文館、2009年）

211 － － ・『日本真言の哲学』（金山穆韶・柳田謙十郎著、大法輪閣、2008年）

212 － － ・『最長と空海』（佐伯有清著、吉川弘文館、1998年）

213 － － ・『空海』（植山春平著、朝日新聞社、1981年）

214 － － ・『沙門空海』（渡辺照宏・宮坂宥勝著、筑摩書房、1967年）

日蓮

―日本の柱たらんとする意識の意

味

上記のほか著者が参照した文献
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人間と宗教

215 － － ・『空海の軌跡』（佐和隆研著、毎日新聞社、1973年）

216 － － ・『仏教の歴史的・地域的展開』（佛教史学会編、法藏館、2003年）

217 － － ・『イエスと親鸞』（八木雄二著、講談社、2002年）

218 － － ・『ユダヤ・キリスト・イスラーム・親鸞』（狐野利久、法藏館、2003年）

219 － － ・『仏教とキリスト教の比較研究』（増谷文雄、筑摩書房、1968年）

220 － － ・『仏教とキリスト教』（八木誠一・阿部正雄編著、三一書房、1981年）

221 － － ・『仏教と西洋の出会い』（フレデリック・ルノワール著、今枝由郎・富樫瓔子訳、トランスビュー、2010年、原著1999年）

222 － － ・『仏教的伝統と人間の生』（安冨信哉博士古稀記念編集刊行会編、法藏館、2014年）

223 － － ・『国家神道と日本人』（島薗進著、岩波新書、2019年）

224 － － ・『神道とは何か』（伊藤聡著、中公新書、2012年）

225 － － ・『宗教の本性』（佐々木閑著、NHK出版新書、2021年）

226 － － ・『天皇の歴史（全10巻）』（大沖透他編、講談社学術文庫、2018年～）

227 － － ・『現代思想としての清沢満之』（安冨信哉著、法藏館、2019年）

228 － － ・『親鸞と清沢満之』（伊藤恵深著、春秋社、2018年）

229 － － ・『親鸞』（赤松俊秀著、吉川弘文館、1961年）

230 － － ・『晩年の親鸞上人』（宇野弘之著、国書刊行会、2013年）

231 － － ・『親鸞「四つの謎」を解く』（梅原猛著、新潮社、2014年）

232 － － ・『法然と親鸞』（山折哲雄著、中央公論新社、2011年）

233 － － ・『歴史のなかの親鸞』（西本願寺教学振興委員会編、筑摩書房、1973年）

234 － － ・『親鸞の浄土』（山折哲雄著、アートデイズ、2007年）

235 － － ・『ひとつの親鸞』（折原脩三、研文出版、1981年）

236 － － ・『最後の親鸞』（吉本隆明著、春秋社、1976年）

237 － － ・『講座　仏教の需要と変容4　中国編』（鎌田茂雄編、佼成出版社、1991年）

238 － － ・『無常のうた』（平岡定海著、毎日新聞社、1993年）

239 － － ・『寂聴　般若心経』（瀬戸内寂聴著、中央公論社、1988年）

240 － － ・『生活の中の般若心経』（山田無文著、春秋社、1966年）

241 － － ・『思想としての法華経』（植木雅俊著、岩波書店、2012年）

242 － － ・『梵漢和対照・現代語訳　法華経（上）』（植木雅俊訳、岩波書店、2008年）

243 － － ・『梵漢和対照・現代語訳　法華経（下）』（植木雅俊訳、岩波書店、2008年）

244 － － ・『「唯識」という生き方』（横山紘一著、大法輪閣、2001年）

245 － － ・『禅と唯識』（竹村牧男著、大法輪閣、2006年）

246 － － ・『唯識』（楠淳證編、自照社出版、2008年）

247 － － ・『元主忽必烈が歐洲に派遣したる景教僧の旅行誌』（バッヂ博士著、佐伯好郎訳、春秋社、1943年）

248 － － ・『天平の客、ペルシア人の謎』（李家正文著、東方書店、1986年）

249 － － ・『志那基督教の研究　3』（佐伯好郎著、春秋社、1944年）

250 － － ・『親鸞の思想構造　序説』（市川浩史著、吉川弘文館、1987年）

251 － － ・『日本の仏教思想　日蓮』（田村芳朗編、筑摩書房、1969年）

252 － － ・『無限への旅』（庭野日敬、冬樹社、1963年）

253 － － ・『人間への復帰』（庭野日敬、佼成出版社、1963年）

上記のほか著者が参照した文献

Ⅲ

仏教の原点と

日本仏教の創

造性



章 題目

岩波『世界』

連載回

オランダからの視界

（その○○）

文献について

「〇」：引用　「・」：参考

人間と宗教

254 － － ・『無限への旅』（庭野日敬、冬樹社、1966年）

255 － － ・『釈尊と親鸞』（龍谷ミュージアム編、宝藏館、2011年）

256 － － ・『親鸞浄土教とキリスト教』（武田龍精編著、龍谷大学仏教文化研究所、1996年）

257 － － ・『景敬』（川口一彦編著、イーグレープ、2002年）

258 － － ・『新羅と飛鳥・白鳳の仏教文化』（田村圓澄・洪淳昶編、吉川弘文館、1975年）

259 － － ・『中国仏教の批判的研究』（伊藤隆寿著、大蔵出版、1992年）

260 － － ・『インド仏教の歴史』（竹村牧男著、講談社学術文庫、2004年）

261 － － ・『仏教（上）』（ベック著、渡辺照宏訳、岩波文庫、1962年）

262 － － ・『仏教（下）』（ベック著、渡辺照宏訳、岩波文庫、1977年）

263 － － ・『精神主義ほか』（塩沢満之著、橋本峰雄編、中公クラシックス、2015年）

264 － － ・『三教指帰ほか』（空海著、福永光司訳、中公クラシックス、2003年）

265 － － ・『空海の哲学』（竹村牧男著、講談社現代新書、2020年）

266 － － ・『日蓮と蒙古襲来』（川添昭二著、清水書院、2021年）

267 － － ・『近世の仏教』（末木文美士著、吉川弘文館、2010年）

268 － － ・『平安京と中世仏教』（上川通夫著、吉川弘文館、2015年）

269 － － ・『日本仏教の社会倫理』（島薗進著、岩波書店、2013年）

270 － － ・『構築された仏教思想　龍樹』（石飛道子著、佼成出版社、2010年）

271

宗教改革が突き動かしたもの

ー西洋史理解に不可欠の視界
124 10 ○『プロテスタンティズムーその歴史と現状』（F・W・グラーフ著、野崎卓道訳、教文館、2008年）

272 137 17 ・『日本キリシタン史』（海老沢有道著、塙書房、1966年）

273 137 17 ・『日本キリスト教史』（五野井隆史著、吉川弘文館、1990年）

274 137 17 ・『キリシタンの世紀』（高瀬弘一郎著、岩波書店、1993年）

275 137 17 〇『日本精神史研究』（和辻哲郎著、岩波書店、1992年）

276 137 17 ・『ザビエルの見た日本』（ピーター・ミルワード著、講談社学術文庫、1998年）

277 137 17 ・『イエズス会の世界戦略』（高橋裕史著、講談社、2006年）

278 211 61 ・『キリシタンが拓いた日本語文学―多言語多文化交流の淵源』（郭南燕編著、明石書店、2017年）

279 211 61 〇『日本精神史研究』（和辻哲郎著、岩波書店［岩波文庫］、1992年）

280 138 18 ・『奥羽切支丹史』（菅野義之助著、佼成出版社、1974年）

281 138 18 ・『日本キリシタン殉教史』（片岡弥吉著、時事通信社、1979年）

282 138 18 ・『カクレキリシタンの信仰世界』（宮崎賢太郎著、東大出版会、1996年）

283 138 18 ・『沈黙』（遠藤周作著、新潮社、1966年）

284 〇『後世への最大遺物』（内村鑑三著、岩波文庫、1948年）

285 ・『代表的日本人』（内村鑑三著、岩波文庫、1894年）

286 ・『余は如何にして基督信徒となりし乎』（内村鑑三著、警醒社書店、1895年）

287 〇『正統と異端のあいだー内村鑑三の劇的なる生涯』（武田友寿著、教文館、1991年）

288 〇『内村鑑三』（関根正雄編著、清水書院、1967年）

289 〇『峻烈なる洞察と寛容ー内村鑑三をめぐって』（武田清子著、教文館、1995年）

キリスト教の伝来と禁制

織田信長時代におけるキリスト教

と仏教の邂逅

それからのキリシタンー江戸期の

苦闘とその闇の中での光

内村鑑三　キリストに生きた武士

ー明治期の知性

二十世紀と格闘した先人たち

一九〇〇年 アジア・アメリカの興隆

上記のほか著者が参照した文献

Ⅲ

仏教の原点と

日本仏教の創

造性

Ⅳ

キリスト教の

伝来と日本ー

日本人の精神

性にとっての

意味



章 題目

岩波『世界』

連載回

オランダからの視界

（その○○）

文献について

「〇」：引用　「・」：参考

人間と宗教

290 〇『新渡戸稲造』（松隈俊子著、みすず書房、1969年）

291 ・『武士道』（新渡戸稲造著、The Leeds and Biddle Company、1899年）

292 ・『世渡りの道』（新渡戸稲造著、実業之日本社、1912年）

293 ・『新渡戸稲造の世界』（佐藤全弘著、みすず書房、1998年）

294 ・『現代に生きる新渡戸稲造』（佐藤全弘著、教文館、1998年）

295 ・『新渡戸稲造の世界』（佐藤全弘著、教文館、1988年）

296 ・『新渡戸稲造研究（一号～七号）』（新渡戸基金編、新渡戸基金、1992年-1998年）

297 － － ・『新装版　内村鑑三と清沢満之』（加藤智見著、法藏館、1990年）

298 － － ・『浦上切支丹史』（浦川和三郎著、全國書房、1943年）

299 － － ・『カクレキリシタンの実像』（宮崎賢太郎著、吉川弘文館、2014年）

300 － － ・『キリシタン時代を歩く』（松田毅一著、中央公論社、1981年）

301 － － ・『キリシタンの文化』（五野井隆史著、吉川弘文館、2012年）

302 － － ・『「東洋の使徒」ザビエル　I』（サビエル渡来450周年記念行事委員会編、上智大学、1999年）

303 － － ・『キリシタン時代対外関係の研究』（高瀬弘一郎著、吉川弘文館、1994年）

304 － － ・『増訂　切支丹史の研究』（海老沢有道著、新人物往来社、1971年）

305 － － ・『イエズス会の歴史』（ウィリアム・バンガード著、上智大学中世思想研究所監修、原書房、2004年、原著1972年）

306 － － ・『武器・十字架と戦国日本』（高橋裕史著、洋泉社、2012年）

307 － － ・『天は語らず』（モルガン・スポルテス著、吉田恒雄訳、岩波書店、2019年、原著2017年）

308 － － ・『ザビエルの見た大分』（加藤友弘著、葦書房、1985年）

309 － － ・『内村鑑三の人と思想』（鈴木範久著、岩波書店、2012年）

310 － － ・『内村鑑三』（小林孝吉著、御茶の水書房、2016年）

311 － － ・『別冊環18　内村鑑三』（新保裕司編、藤原書店、2011年）

312 － － ・『フロイスの見た戦国日本』（川崎桃太著、中央公論新社、2003年）

313 － － ・『フロイス　日本史　1』（松田毅一・川崎桃太訳、中央公論社、1977年）

314 － － ・『ルターと宗教改革』（成瀬治著、誠文堂新光社、1980年）

315 － － ・『宗教改革と近代社会』（大塚久雄著、みすず書房、1984年）

316 － － ・『ドイツ宗教改革』（R・W・スクリブナー・C・スコット・ディクスン著、森田安一訳、岩波書店、2009年）

317 － － ・『島原・天草の乱』（煎本増夫著、新人物往来社、2010年）

318 － － ・『原城と島原の乱』（長崎県南島原市監修、服部英雄・千田嘉博・宮武正登編、新人物往来社、2008年）

319 － － ・『地図と読む　現代語訳　信長公記』（太田牛一著、中川太古訳、KADOKAWA、2019年）

320 212 62 ・『日本仏教史』（辻善之助著、岩波書店、1944年/復刊1984年）

321 212 62 〇『近世の仏教―華ひらく思想と文化』（末木文美士著、吉川弘文館、2010年）

322 228 71 ・『日蓮の思想史的研究』（佐々木馨著、山喜房佛書林、2011年）

323 228 71 ・『伊勢神宮と出雲大社ー「日本」と「天皇」の誕生』（新谷尚紀著、講談社学術文庫、2020年）

324 228 71 〇『藤原仲麻呂と道鏡』（鷺森浩幸著、吉川弘文館、2020年）

325 230 72 ・『日本中世の王権と教権』（佐々木馨著、吉川弘文館所蔵）

326 230 72 〇『神道の形成と中世神話』（伊藤聡著、吉川弘文館、2016年）

Ⅴ

神仏習合ー日

本宗教史の避

けがたいテー

マ

「われ太平洋の橋とならん」

ー憂国の国際人、新渡戸稲造

二十世紀と格闘した先人たち

一九〇〇年 アジア・アメリカの興隆

江戸期の仏教への再考察

―日本人が身に着けたもの

日本と天皇の始まり

―天武・持統期の革命性

中世における神道の形成

―神道の本質を考える

上記のほか著者が参照した文献

Ⅳ

キリスト教の

伝来と日本ー

日本人の精神

性にとっての

意味



章 題目

岩波『世界』

連載回

オランダからの視界

（その○○）

文献について

「〇」：引用　「・」：参考

人間と宗教

327 224 68 ・『検証　天皇陵』（外池昇著、山川出版社、2016年）

328 224 68 ・『江戸時代の天皇』（藤田覚著、講談社、2011年）

329 224 68 ・『神道の中世』（伊藤聡著、中央公論新社、2020年）

330 224 68 ・『神道の形成と中世神話』（伊藤聡著、吉川弘文館、2016年）

331 224 68 〇『神道の成立』（高取正男著、平凡社、1979年）

332 － － ・『靖国神社の祭神たち』（秦郁彦著、新潮選書、2010年）

333 － － ・『西洋人の神道観』（平川祐弘著、河出書房新書、2007年）

334 － － ・『日本の古典を読む1　古事記 』（山口佳紀・神野志隆光校訂・訳、小学館、2007年）

335 － － ・『本地垂迹』（村山修一著、吉川弘文館、1974年）

336 － － ・『日本神道史』（岡田莊司著、吉川弘文館、2010年）

337 － － ・『戦後史のなかの「国家神道」』（山口輝臣編、山川出版社、2018年）

338 － － ・『日本仏教史における「仏」と「神」の間』（赤松徹真編、龍谷大学仏教文化研究所、2008年）

339 － － ・『日本思想と神仏習合』（菅原信海著、春秋社、1996年）

340 － － ・『大嘗祭の起こりと神社信仰』（森田勇造著、三和書籍、2019年）

341 － － ・『徹底検証　神社本庁』（藤生明著、ちくま新書、2018年）

342 150 25 ○『白石・諭吉』（羽仁五郎著、岩波書店、1937年）

343 150 25 ・『新井白石の研究』（宮崎道生著、吉川弘文館、1957年）

344 150 25 ○『市塵』（藤沢周平著、講談社、1989年）

345 150 25 ○『日本の名著・新井白石』（桑原武夫著、中央公論社、1969年）

346 150 25 ○『日本と中国における「西洋」の発見』（銭国紅著、山川出版、2004年）

347 150 25 ・『世界史と日本の進軍』（宮崎道生著、刀水書房、1979年）

348 150 25 ○『新井白石の政治戦略ー儒学と史論』（ケイト・D・ナカイ著、東大出版会、2001年）

349 150 25 ○『日本政治思想史研究』（丸山眞男著、東大出版会、1952年）

350 150 25 ・『四十六士論』（田原嗣郎著、吉川弘文館、1978年）

351 150 25 ○『日本政治思想史ー十七～十九世紀』（渡部浩著、東大出版会、2010年）

352 150 25 ○『近世日本社会と宋学（増補版）』（渡部浩著、東大出版会、2010年）

353 152 26 ○『本居宣長』（子安宣邦著、岩波新書、1992年）

354 152 26 ○『本居宣長』（吉川幸次郎著、筑摩書房、1977年）

355 213 63 〇『武士道』（新渡戸稲造著、PHP研究所、2005年、原書1899年）

356 213 63 〇『善の研究』（西田幾多郎著、弘道館、1911年）

357 213 63 ・『和魂洋才の系譜―内と外からの明治日本』（平川祐弘著、河出書房新社、1971年）

358 213 63 ・『論語と算盤』（澁澤栄一著、1916年）

359 213 63 ・『国家神道と日本人』（島薗進著、岩波書店、2010年）

360 218 65 ・『英国外交官の見た幕末維新』（A・B・ミットフォード著、長岡祥三訳、新人物往来社、1985年）

361 218 65 ・『明治天皇紀』（宮内庁編、吉川弘文館、1968年（第1巻））

362 218 65 ○『一外交官の見た明治維新』（アーネスト・サトウ著、岩波書店、1960年）

363 218 65 ・『開国のかたち』（松本健一著、毎日新聞、1994年）

364 218 65 ・『米欧回覧実記』（久米邦武・田中彰著、岩波書店、1996年）

Ⅴ

神仏習合ー日

本宗教史の避

けがたいテー

マ

本居宣長とやまとごころ

明治近代化と日本人の精神

明治維新とは何だったのか

―埋め込まれた国家神道

新井白石と荻生徂徠

―時代と正対した二人の儒学者

天皇と仏教―泉涌寺を訪れ、理解

を深める

上記のほか著者が参照した文献

Ⅵ

　江戸から明

治へ—近代化

と日本人の精

神性



章 題目

岩波『世界』

連載回

オランダからの視界

（その○○）

文献について

「〇」：引用　「・」：参考

人間と宗教

365 219 66 ・『憲法講話』（美濃部達吉著、岩波書店、2018年[1918年改訂版収録]）

366 219 66 ・『国体に関する異説』（上杉慎吉著、雑誌『太陽』18巻8号、1912年）

367 219 66 ○『昭和天皇独白録・寺崎英成御用掛日記』（寺崎英成・マリコ・テラサキ ミラー著、文藝春秋、1991年）

368 219 66 ・『天皇機関説事件―史料は語る』（宮沢俊義著、有斐閣、1970年）

369 219 66 ・『戦時期日本の精神史』（鶴見俊輔著、岩波書店[岩波現代文庫]、2001年）

370 219 66 ・『天皇―天皇の生成および不親政の伝統』（石井良助著、山川出版社、1982年）

371 219 66 ・『歴史のなかの天皇』（吉田孝著、岩波書店[岩波新書]、2006年）

372 219 66 ○『天皇制史論―本質・起源・展開』（水林彪著、岩波書店、2006年）

373 － － ・『近世神道と国学』（前田勉著、ぺりかん社、2002年）

374 － － ・『宣長学論究』（岩田隆著、おうふう、2008年）

375 － － ・『本居宣長補記』（小林秀雄著、新潮社、1982年）

376 － － ・『本居宣長』（小林秀雄著、新潮社、1977年）

377 － － ・『宣長学講義』（子安宣邦著、岩波書店、2006年）

378 － － ・『人物叢書　本居宣長』（城福勇著、吉川弘文館、1980年）

379 － － ・『真淵と宣長』（田中康二著、中央公論新社、2017年）

380 － － ・『人と思想47　本居宣長』（本山幸彦著、清水書院、1978年）

381 － － ・『増補 本居宣長1』（村岡典嗣著、前田勉校訂、平凡社、2006年）

382 － － ・『宣長と篤胤の世界』（子安宣邦著、中央公論社、1977年）

383 － － ・『国学発達史』（清原貞雄著、国書刊行会、1927年）

384 － － ・『国学運動の思想』（芳賀登・松本三之介著、岩波書店、1971年）

385 － － ・『幕末国学の展開』（芳賀登著、塙書房、1963年）

386 － － ・『叢書　新文明学3　方法としての国学　江戸後期・近代・戦後』（川久保剛・星山京子・石川公彌子著、北樹出版、2016年）

387 － － ・『伊勢神宮と古代王権』（榎村寛之著、筑摩書房、2012年）

388 － － ・『伊勢神宮の成立』（田村圓澄著、吉川弘文館、1996年）

389 － － ・『干支一運60年の天皇紀』（林順治著、えにし書房、2018年）

390 － － ・『儒教が支えた明治維新』（小島毅著、晶文社、2017年）

391 － － ・『「大和魂」の再発見』（上田正昭著、藤原書店、2014年）

392 － － ・『福沢諭吉のアジア認識論』（安川寿之輔著、高文研、2000年）

393 － － ・『近代日本と福澤諭吉』（小室正紀著、慶應義塾大学出版会、2013年）

394 － － ・『MINERVA日本史ライブラリー12　欧米から見た岩倉使節団』（イアン・ニッシュ編、麻田貞夫他訳、ミネルヴァ書房、2002年）

395 － － ・『現代語訳　特命全権大使　米欧回覧実記　１　アメリカ編』（久米邦武編著、水澤周訳注、米欧亜回覧の会企画、慶応義塾大学出版会、2005年）

396 － － ・『＜通訳＞たちの幕末維新』（木村直樹著、吉川弘文館、2012年）

397 － － ・『ある英国外交官の明治維新』（ヒュー・コータッツィ著、中須賀哲朗訳、中央公論社、1986年、原著1985年）

398 － － ・『幕末の情報と社会変革』（岩田みゆき著、吉川弘文館、2001年）

399 － － ・『岩倉使節団のパリ』（富田仁著、翰林書房、1997年）

400 － － ・『明治史研究の最前線』（小林和幸編著、筑摩書房、2020年）

401 － － ・『明治への視点』（筑摩書房編集部編、筑摩書房、2013年）

402 － － ・『明治維新史研究』（羽仁五郎著、岩波文庫、1978年）

403 － － ・『明治維新の光と影』（西原春夫著、万葉舎、2018年）

国家神道による天皇親政という呪

縛

ー埋め込まれた密教が噴出した昭

和期

上記のほか著者が参照した文献
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人間と宗教

404 － － ・『明治維新の精神過程』（村上一郎著、春秋社、1971年）

405 － － ・『幕末維新像の新展開』（宮地正人著、花伝社、2018年）

406 － － ・『明治の精神』（色川大吉著、筑摩書房、1968年）

407 － － ・『伊藤博文と明治国家形成』（坂本一登著、吉川弘文館、1991年）

408 － － ・『幕末維新』（安田克廣編、明石書房、1997年）

409 － － ・『近代化の精神構造』（神島二郎著、評論社、1974年）

410 － － ・『明治維新　日本政治史　II』（信夫清三郎著、南窓社、1978年）

411 － － ・『増補　明治精神史』（色川大吉著、黄河書房、1968年）

412 － － ・『明治国家の成立』（大江志乃夫著、ミネルヴァ書房、1959年）

413 － － ・『日本中世に何が起きたか』（網野善彦著、日本エディタースクール出版部、1997年）

414 － － ・『日本のアジア外交』（小倉和夫著、藤原書店、2013年）

415 － － ・『日本近世と東アジア文化』（川勝守著、吉川弘文館、2000年）

416 － － ・『徳川幕府はなぜ朝鮮王朝と蜜月を築けたのか』（康熙奉著、実業之日本社、2014年）

417 － － ・『新井白石と思想家文人』（宮崎道生著、吉川弘文館、1985年）

418 － － ・『奇会　新井白石とシドティ』（垣花秀武著、講談社、2000年）

419 － － ・『新井白石の史学と地理学』（宮崎道生著、吉川弘文館、1988年）

420 216 64 ○『近代日本人の宗教意識』（山折哲雄著、岩波書店、1996年）

421 216 64 ○『日本人の自然観』（寺田寅彦著、東洋新潮、1935年）

422 216 64 ・『武士道』（新渡戸稲造著、PHP研究所、2005年、原書1899年）

423
・『禅と日本文化』（鈴木大拙著、The Eastern Buddhist Society、1938年）

424
・『東洋の理想』（岡倉天心著、ジョン・マレー書店、1903年）

425
〇『新編　東洋的な見方』（鈴木大拙著、上田閑照編、岩波書店、1997年）

426 220 67 〇『歴史とは何か』（E・Hカー著、 清水幾太郎訳、岩波新書、1962年）

427 220 67 〇『「昭和」という国家』（司馬遼太郎著、NHK出版、1999年）

428 220 67 〇『この国のかたち　５』（司馬遼太郎著、文藝春秋、1999年）

429 220 67 ・『三島由紀夫少年詩』（小川和佑著、潮出版、1973年）

430 231 73 ・『高等科國史』（文科省編、ハート出版、2021年）

431 231 73 ・『真淵と宣長ー「松坂の一夜」の史実と真実』（田中康二著、中公叢書、2017年）

432 231 73 ・『「神国」日本ー記紀から中世、そしてナショナリズムへ』（佐藤弘夫著、講談社学術文庫、2018年）

433

戦後日本人としての宗教再考

―問われる新たなレジリエンス
232 74 〇『日本仏教の社会倫理』（島薗進著、岩波書店、2013年）

434 － － ・『吉本隆明と親鸞』（高橋順一著、社会評論社、20011年）

435 － － ・『東洋の心』（安岡正篤著、黎明書房、1987年）

436 － － ・『童心殘筆』（安岡正篤著、全國師友協會、1982年）

437 － － ・『日本精神史研究』（和辻哲郎著、岩波文庫、1992年）

438 － － ・『日本的霊性』（鈴木大拙著、岩波文庫、1972年）

439 － － ・『大乗仏教概論』（鈴木大拙著、佐々木閑訳、岩波文庫、2016年）

440 － － ・『大拙と幾多郎』（森清著、朝日新聞社、1991年）

二十世紀と格闘した先人たち

一九〇〇年 アジア・アメリカの興隆

戦後日本

―希薄な宗教性がもたらすもの

鈴木大拙が戦後日本人に語りかけ

たもの

ー禅の精神と「世界人としての日

本人」

上記のほか著者が参照した文献

上記のほか著者が参照した文献

司馬遼太郎を必要とした戦後日本

国家神道への視界

―萌芽と展開、そして残影
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441 － － ・『鈴木大拙』（古田紹欽著、春秋社、1993年）

442 － － ・『大拙　禅を語る』（鈴木大拙著、アートデイズ、2006年）

443 － － ・『新渡戸稲造』（蛯名賢造著、新評論、1986年）

444 － － ・『新渡戸稲造』（草原克豪著、藤原書店、2012年）

445 － － ・『現代に生きる新渡戸稲造』（佐藤善弘編著、教文館、1988年）

446 － － ・『晩年の稲造』（内川永一朗著、岩手日報社、1983年）

447 － － ・『新渡戸稲造』（松隈俊子著、みすず書房、1969年）

448 － － ・『日本宗教史研究3　諸宗教との交渉』（日本宗教史研究会編、法藏館、1969年）

449 － － ・『人間観の相剋』（武田清子著、弘文堂、1959年）

450 － － ・『危機と日本人』（山折哲雄著、日本経済新聞出版社、2013年）

451 － － ・『神仏研究　第一輯』（古都の森・観光文化協会編、翰林書房、2004年）

452 － － ・『寺院消滅』（鵜飼秀徳著、日経BP社、2015年）

453 － － ・『人口減少社会と寺院』（櫻井義秀・川又俊則編、法藏館、2016年）

454 － － ・『アジアの近代化と宗教』（ロバート・N・ベラー編著、佐々木宏幹訳、金花舎、1975年）

455 － － ・『唯識・華厳・空海・西田』（竹村牧男著、青土社、2021年）

456 － － ・『「甘え」の構造』（土居健郎著、弘文堂、1971年）

457 － － ・『「いき」の構造』（九鬼周造著、岩波書店、1930年）

458 － － ・『日本を理解するまで』（ドナルド・キーン著、新潮社、1979年）

459 － － ・『日本の思想』（上山春平著、サイマル出版会、1971年）

460 － － ・『誤解』（エンディミヨン・ウィルキンソン著、徳岡孝夫訳、中央公論社、1980年）

461 － － ・『南蛮人のみた日本』（佐久間正著、主婦の友社、1978年）

462 － － ・『なぜ日本は没落するか』（森嶋通夫著、岩波書店、1999年）

463 － － ・『キリシタン文化と日欧交流』（小峯和明他著、勉誠出版、2009年）

464 － － ・『日本論の視座』（網野善彦著、小学館、2004年）

465 － － ・『日本の心』（唐木順三著、筑摩書房、1965年）

466 － － ・『日本を問う　日本に問う』（ロナルド・ドーア編、岩波書店、1997年）

467 － － ・『和魂・洋魂』（ヨゼフ・ロドンゲルフ著、講談社、1979年）

468 － － ・『和魂洋才の系譜』（平川祐弘著、河出書房新社、1971年）

469 － － ・『日本の起源』（東島誠・與那覇潤著、太田出版、2013年）

470 － － ・『日本－喪失と再起の物語』（デイヴィッド・ピリング著、仲達志訳、早川書房、2014年）

471 － － ・『RISING SUN』（MICHAEL CRICHTON著、KNOPF、1992年）

472 － － ・『THE FALL OF JAPAN』（WILLIAM CRAIG著、THE DIAL PRESS、1967年）

473 － － ・『新稿　日本古代文化』（和辻哲郎著、岩波書店、1951年）

474 － － ・『鎖国』（和辻哲郎著、筑摩叢書、1964年）

475 － － ・『日本精神史研究』（和辻哲郎著、岩波書店、2005年）

476 － － ・『光の領国　和辻哲郎』（苅部直著、岩波書店、2010年）

477 － － ・『戦後日本と国家神道』（島薗進著、岩波書店、2021年）

478 － － ・『日本人の霊魂説』（山折哲雄著、河出書房新社、1976年）

479 － － ・『現代日本人の意識構造（第9版）』（NHK放送文化研究所編、NHK出版、2020年）
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480 － － ・『レジリエンスーーこころの回復力とはなにか』（セルジュ・ティスロン著、阿部又一郎訳、白水社、2016年）

481 － － ・『忠誠と反逆』（丸山眞男著、筑摩書房、1992年）

482 － － ・『戦中と戦後の間』（丸山眞男著、みすず書房、1976年）

483 － － ・『正統と異端の”あいだ”』（武田清子、東京大学出版会、1976年）

484 － － ・『私にとっての20世紀』（加藤周一著、岩波書店、2000年）

485 － － ・『戦後を語る』（加藤周一著、かもがわ出版、2009年）

486 － － ・『占領戦後史』（竹前英治著、岩波書店、1992年）

487 － － ・『敗戦と戦後のあいだで』（五十嵐惠邦著、筑摩書房、2012年）

488 － － ・『戦後日本への出発』（松尾尊兊著、岩波書店、2002年）

489 － － ・『新装版　戦後日本　占領と戦後改革　1　世界史のなかの1945年』（中村政則・天川晃・尹健次著・五十嵐武士、岩波書店、2005年）

490 － － ・『増補改訂版　日本の針路を決めた10年』（バズル・エントウィッスル著、藤田幸久訳、The Japan Times、2016年、原著1985年）

491 － － ・『道は無限にある』（松下幸之助著、PHP研究所、1975年）

492 － － ・『私の夢・日本の夢　21世紀の日本』（松下幸之助著、PHP研究所、1977年）

493 － － ・『日本の企業家　松下幸之助』（加護野忠男編著、PHP研究所、2016年）

494 － － ・『松下幸之助』（米倉誠一郎著、ミネルヴァ書房、2018年）

495 － － ・『語り継ぐ松下経営』（高橋荒太郎著、PHP研究所、2008年）

496 － － ・『ソニー　森田昭夫』（森健二著、ダイヤモンド社、2016年）

497 － － ・『私の履歴書』（土光敏夫著、日本経済新聞社、1983年）

498 － － ・『「敗者」の精神史』（山口昌男著、岩波書店、1995年）

499 － － ・『敗北を抱きしめて　上』（ジョン・ダワー著、三浦陽一・高杉忠明訳、岩波書店、2001年、原著1999年）

500 － － ・『敗北を抱きしめて　下』（ジョン・ダワー著、三浦陽一・高杉忠明・田代泰子訳、岩波書店、2001年、原著1999年）

501 － － ・『ひとびとの精神史　第7巻　終焉する昭和　1980年代』（杉田敦著、岩波書店、2016年）

502 － － ・『戦後歴程』（品川正治著、岩波書店、2013年）

503 － － ・『ヤルタからヒロシマへ』（マイケル・ドブズ著、三浦元博訳、白水社、2013年、原著2012年）

504 － － ・『ダグラス・マッカーサーの生涯。　老兵は死なず』（ジェフリー・ペレット著、林義勝他訳、鳥影社、2016年、）

505 － － ・『歴史と記憶の抗争』（ハリー・ハルトゥーニアン著、みすず書房、2010年）

506 － － ・『戦後日本　占領と戦後改革　1　世界史のなかの1945年』（中村政則他編、岩波書店、1995年）

507 － － ・『AMERICAN CAESAR』（WILLIM MANCHESTER著、Little, Brown & Company、1978年）

508 － － ・『DOUGLAS MacARTHUR』（MICHAEL SCHALLER著、Oxford University Press, Inc.、1989年）

509 － － ・『敗者の戦後』（入江隆則著、中央公論社、1989年）

510 － － ・『吉田茂＝マッカーサー往復書簡集』（袖井林二郎編訳、法政大学出版局、2000年）

511 － － ・『回想十年　第一巻』（吉田茂著、東京白川書院、1982年）

512 － － ・『激動の百年史』（吉田茂著、白川書院、1978年）

513 － － ・『宰相吉田茂』（高坂正堯著、中央公論社、1968年）

514 － － ・『歴史としての戦後日本　下』（アンドルー・ゴードン編、中村政則監訳、みすず書房、2001年、原著1993年）

515 － － ・『戦後日本の大衆心理』（辻村明著、東京大学出版会、1981年）

516 － － ・『子ども観の戦後史』（野本三吉著、現代書館、1999年）

517 － － ・『米ソ冷戦とアメリカのアジア政策』（菅英輝著、ミネルヴァ書房、1992年）

518 － － ・『アメリカ映画と占領政策』（谷川健司著、京都大学学術出版会、2002年）
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章 題目

岩波『世界』

連載回

オランダからの視界

（その○○）

文献について

「〇」：引用　「・」：参考

人間と宗教

519 － － ・『戦後日本におけるアメリカのソフト・パワー』（松田武著、岩波書店、2008年）

520 － － ・『戦争が遺したもの』（鶴見俊輔・上野千鶴子・小熊英二著、新曜社、2004年）

521 － － ・『「敗者」の精神論』（山口昌男著、岩波書店、1995年）

522 － － ・『文明が衰退するとき』（高坂正堯著、新潮社、1981年）

523 － － ・『高坂正堯と戦後日本』（五百旗頭真・中西寛編、中央公論新社、2016年）

524 － － ・『海洋国家日本の構想』（高坂正堯著、中央公論社、1969年）

525 － － ・『戦時期日本の精神史』（鶴見俊輔著、岩波書店、1982年）

526 － － ・『超資本主義』（吉本隆明著、徳間書店、1995年）

527 － － ・『どこに思想の根拠をおくか　吉本隆明対談集』（吉本隆明著、筑摩書房、1972年）

528 － － ・『共同幻想論』（吉本隆明著、河出書房新社、1968年）

529 － － ・『二十世紀の遺産』（永井陽之介著、文藝春秋、1985年）

530 － － ・『戦後を拓く思想』（小田実著、講談社、1969年）
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